
　桜の花が散り始める頃、山形村ではスイカの定植が始まる。
　スイカの栽培を始めてから今まで、新しい品種や栽培技術などを取り入れて
自身も変化しながらスイカを作ってきた。「スイカは１年に１度しか栽培でき
ないので、毎年どのようになるのか収穫が一番の楽しみ」だという。今年もみ
んなに喜ばれる大きくて甘いスイカを作るため、35回目のスイカ栽培に挑戦す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４月10日　圃場にて)

※表紙の写真は撮影のためマスクを外してもらっています。

スイカ農家 小野 廣
ひろ

志
し

さん（上竹田）
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３
月
19
日
㈮
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
調
理
室
に
て
、

保
健
福
祉
課
の
福
岡

歩
美
栄
養
士
を
講

師
に
迎
え
、
餃
子
作
り
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
餃
子

の
具
を
作
り
ま
す
。「
お
肉
と

良
く
な
じ
む
よ
う
に
野
菜
は
塩

で
揉
ん
で
お
く
こ
と
が
大
事
で

す
」
と
美
味
し
さ
の
秘
訣
を
伝

授
。
フ
ラ
イ
パ
ン

で
焼
き
上
げ
た
餃

子
の
皮
は
パ
リ
ッ

と
中
は
ジ
ュ
ー

シ
ー
に
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

お
や
じ
塾

活
動
記
録

　

３
月
21
日
㈰
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｙ
（
や
ま
が
た
）

ふ
る
さ
と
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
令
和
２

年
度
最
後
と
な
る
活
動
と
修
了
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
９
月
よ

り
、
長
野
美
術
専
門
学
校
の
学
生

と
制
作
に
取
り
組
ん
で
き
た
村
内

７
ヶ
所
の
天
然
記
念
物
の
樹
木
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
標
柱

デ
ザ
イ
ン
が
完
成
し
、
お
披
露
目

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
各
樹
木
の

大
き
さ
や
特
徴
を
ま
と
め
た
樹
木

マ
ッ
プ
を
全
員
で
作
成
し
、「
村

内
に
あ
る
大
き
な
木
に
つ
い
て
知

れ
た
」「
学
生
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
と

の
ふ
れ
あ
い
が
楽
し
か
っ
た
」「
来

年
度
の
活
動
も
楽
し
み
」
な
ど
達

成
感
を
共
有
し
ま
し
た
。
樹
木

マ
ッ
プ
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
１
階
廊
下
に
て
展
示
し
て
あ

り
ま
す
。
新
緑
が
美
し
い
こ
の
季

節
、
ぜ
ひ
樹
木
を
巡
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
10
日
㈯
、
山
形
村
役
場
駐

車
場
に
て
、
狂
犬
病
予
防
注
射
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
取
材
当
日
は
３

日
間
の
日
程
の
２
日
目
で
、
約

１
６
０
匹
が
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
た
。
と
て
も
敏
感
な
仔
、
全
く

意
に
介
さ
な
い
仔
な
ど
性
格
や
反

応
が
違
っ
て
い
て
、
ペ
ッ
ト
に
も

個
性
が
あ
る
の
だ

と
再
認
識
し
ま
し

た
。
狂
犬
病
は
人

に
も
感
染
す
る
致

死
率
の
高
い
病
気

で
、
世
界
で
は
年 

　

つ
い
に
『
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ 

２
０
２
０
』
の

聖
火
リ
レ
ー
が
始

ま
っ
た
が
、
こ
れ
だ

け
複
雑
な
雰
囲
気
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
珍

し
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼
複
雑
な
雰
囲
気
の
原
因

筆
頭
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
だ
ろ
う
。
個
人
的
に
次
点
は

差
別
的
発
言
と
思
う
。
性
差
別
発

言
や
侮
辱
的
演
出
案
が
露
見
し
て

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
が
辞
退
し
、
さ
ら
に
不
用

意
な
発
言
で
火
に
油
を
注
い
だ
▼

も
と
も
と
テ
レ
ビ
は
あ
ま
り
観
る

方
で
は
な
い
が
、
最
近
は
輪
を
か

け
て
観
な
く
な
っ
た
。
フ
ァ
ン
に

は
申
し
訳
な
い
が
、
面
白
み
以
前

に
内
容
が
不
快
だ
。
出
演
者
を
汚

い
言
葉
で
辱
め
、
痛
が
り
慌
て
ふ

た
め
く
姿
を
見
て
笑
い
転
げ
る
感

覚
が
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な
い
。

「
学
校
や
職
場
で
の
い
じ
め
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
い

る
わ
り
に
、
日
常
的
に
『
公
開
い

じ
め
』
が
放
送
さ
れ
る
様
は
、
元

い
じ
め
ら
れ
っ
こ
に
は
極
め
て
歪

い
び
つ

で
醜
く
映
っ
て
い
る
▼
あ
る
ア
ニ

メ
の
「
日
本
人
の
信
条
は
察
し
と

思
い
や
り
よ
」
と
い
う
セ
リ
フ
が

大
好
き
だ
。
あ
ら
ゆ
る
垣
根
を
な

く
そ
う
と
い
う
潮
流
の
中
で
日
本

人
の
気
質
を
求
め
る
の
も
変
な
話

だ
が
、
良
い
と
思
う
こ
と
は
残
っ

て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
。

間
５
～
６
万
人
も
の
人
と
多
く
の

動
物
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま

す
。
大
切
な
愛
犬
を
守
る
た
め
、

今
後
も
定
期
的
な
接
種
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

４
月
１
日
㈭
、

山
形
村
役
場
駐
車

場
に
て
、
令
和
３

年
度
の
山
形
村
消

防
団
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
に
行
わ
れ

た
交
付
式
で
は
、

新
入
団
員
16
名
と
、
班
長
に
任
命

さ
れ
た
４
名
に
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
月
４
日
㈰
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
て
、
山
形
村

消
防
団
春
季
総
合
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
訓
練
や
大
会
が
中
止
に
な
り
、

秋
に
や
っ
と
訓
練
が
で
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
感
染
対
策
を
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
行
進
訓
練

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体
育

館
で
規
律
訓
練
・

救
命
講
習
・
応
急

処
置
・
担
架
の
使

用
方
法
な
ど
、
充

実
し
た
訓
練
が
で

き
ま
し
た
。

山

　昨年度は、コロナ禍のため全期間利用中止
となりましたが、感染対策を万全にして開館
予定です。
　経験の有無は問いません。一緒にプールの
安心・安全を守ってくれる方を募集します。
内容：プールの受付・監視・清掃　ほか
期間：６月19日㈯～９月４日㈯
　　　※�事前に３時間程度の救命講習を実施

します。
時間：午前９時～午後５時（シフト制）
　　　※�平日のみ、休日のみ、夏休みのみ等

相談ください。
時給：890円
　　　（�通勤距離２㎞以上の場合は別途通勤手

当あり）
資格：高校生以上の方
申込：５月21日㈮までに教育委員会
　　　（☎98-3155）へご連絡ください。

　　　 海洋センター
プール監視員大募集‼

新しくなった標柱
葉っぱや花びらの
デザインが新たに
施されました。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

村
内
の
公
共
施
設

で
入
手
で
き
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

樹
木
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し
た
！

 

Ｙ
や
ま
が
た

 

ふ
る
さ
と
レ
ン
ジ
ャ
ー 

修
了
式

１
年
ぶ
り
の
春
季
総
合
訓
練

山
形
村
消
防
団
辞
令
交
付
式
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◇
区
長（
新
任
）

中
大
池　
　
　
　
　

中
村　

俊
春

下
大
池　
　
　
　
　

桐
原　

茂
喜

下
竹
田　
　
　
　
　

北
澤　

千
弘

◇
山
形
保
育
園
保
護
者
会

会　

長　
　
　
　
　

唐
沢　

伸
治

副
会
長　
　
　
　
　

百
瀬　

梨
恵

書　

記　
　
　
　
　

宮
川　

恵
美

会　

計　
　
　
　
　

齊
藤　

浩
美

幹　

事　
　
　
　
　

岩
崎　

貴
美

　

〃　
　
　
　
　
　

桐
原　

和
恵

支
部
長 

（
上
大
池
） 

北
村　

佳
奈

　

〃　

 

（
中
大
池
） 

平
沢
真
紀
子

　

〃　

 

（
小　

坂
） 

倉
科　

知
子

　

〃　

 

（
下
大
池
） 

宮
城　

千
鶴

　

〃　

 

（
上
竹
田
） 

竹
野　

春
香

　

〃　

 

（
下
竹
田
） 

市
川　

樹
理

◇
山
形
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長  

籠
田　

利
紀

副
会
長  

小
林　
　

徹

　

〃　

  

中
川　

美
香

副
会
長 

（
郡
Ｐ
常
任
） 

金
子　

和
枝

会　

計  

小
野
奈
緒
美

　

〃　

  

上
條　

瑞
恵

監　

事  

大
池　
　

剛

　

〃 
 

安
保　

裕
美

支
部
長 
（
上
大
池
） 

大
池　

康
子

　

〃　

 
（
中
大
池
） 

田
口　
　

傑

　

〃　

 
（
小　

坂
） 

髙
橋　

美
穂

　

〃　

 

（
下
大
池
） 

小
林　

淳
一

　

〃　

 

（
上
竹
田
） 
小
野　

美
江

　

〃　

 

（
下
竹
田
） 
村
上
麻
友
里

広
報
部
長　
　
　
　

中
川　

拓
也

教
養
部
長　
　
　
　

髙
山　

英
一

施
設
部
長　
　
　
　

稲
田　
　

潤

生
活
指
導
部
長　
　

上
條　

知
子

学
級
部
長　
　
　
　

川
上　

佳
範

◇
小
学
校
に
迎
え
た
先
生

　
（
吉
田
小
よ
り
） 

小
澤
美
智
子

　
（
新
規
採
用
） 

鈴
木　

航
大

　
（
吉
田
小
よ
り
） 

小
林　

正
幸

　
（
新
規
採
用
） 

百
瀬　

和
美

　
（
新
規
採
用
） 

布
川　

育
子

　
（
新
規
採
用
） 

唐
沢　

怜
子

◇
鉢
盛
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　
（
山
形
村
関
係
分
）

会　

長  

百
瀬　

武
英

副
会
長  

市
川　

美
香

山
形
村
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
る

新
し
い
メ
ン
バ
ー
た
ち

幹　

事  

百
瀬　

友
紀

　

〃 
 

古
屋
加
代
子

生
活
指
導
部
長 

久
保　

朝
美

支
部
長 

（
上
大
池
） 

南
波　

弓
加

　

〃　

 

（
中
大
池
） 

久
保　

朝
美

　

〃　

 

（
小　

坂
） 

秋
山
和
可
代

　

〃　

 

（
下
大
池
） 

篠
﨑　

文
洋

　

〃　

 

（
上
竹
田
） 

花
岡　

隆
浩

　

〃　

 

（
下
竹
田
） 

平
出　
　

恵

◇
中
学
校
に
迎
え
た
先
生

校　

長

　
（
佐
久
市
立
浅
科
中
よ
り
） 

中
川　

満
英

　
（
今
井
小
よ
り
） 

乾　

あ
か
ね

　
（
豊
科
南
中
よ
り
） 

岩
本　

秀
治

　
（
旭
町
中
よ
り
） 

牛
越　

直
子

　
（
波
田
中
よ
り
） 

尾
和　

敏
行

　
（
新
規
採
用
） 
勝
野　

恒
彦

　
（
新
規
採
用
） 
坂
井　

良
祐

　
（
明
善
中
よ
り
） 

塚
原　

健
吾

　
（
高
綱
中
よ
り
） 

中
川　
　

岳

　
（
波
田
小
よ
り
） 

中
島　

衣
子

　
（
松
川
中
よ
り
） 

林　

世
紀
子

　
（
松
本
養
護
よ
り
） 

松
田
ゆ
み
子

　
（
Ａ

Ｌ

Ｔ
）

 
  

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ス
ミ
ス

 

本
年
度
よ
り
編
集
部
の
仲
間
入

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
塩
原
で
す
。
10
年
前
結

婚
を
機
に
山
形
村
に
転
入
し
て
き

ま
し
た
。
村
に
住
み
、
館
報
を
読

ん
だ
時
に
「
こ
れ
は
村
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

素
晴
ら
し
い
広
報
誌
だ
」
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
縁
あ
っ
て
作
成

に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か

ら
は
新
た
な
村
の
発
見
が
で
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
住
民
の
皆
さ
ん
が
„
村
の
魅
力
＂

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
そ
ん

な
館
報
作
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

山
形
村
公
民
館
で
は
、
館
報
や
ま
が
た

を
一
緒
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
山
形
村
を
再
発
見
し
て
記
事
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
い
活
動
内
容

や
報
酬
な
ど
は
山
形
村
公
民
館
（
☎
98-

３
１
５
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

館
報
編
集
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

`

桜
満
開`

　

山
形
小
学
校
の
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
が
今
年
も
き
れ
い
に
咲

き
ま
し
た
。
児
童
た
ち
が
土

を
ほ
ぐ
し
て
空
気
を
入
れ
る

な
ど
手
入
れ
を
し
て
大
切
に

守
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
３
日
㈯
に
は
、
公
民

館
主
催
で
３
年
振
り
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
願
う
桜

と
光
の
演
出
に
多
く
の
来
場

者
が
心
を
癒
さ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
編
集
部
員
紹
介塩原　忍

（中大池）

人の動き
（敬称略）
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上
大
池

小
　
坂

下
大
池

中
大
池

令和３・４年度の新人事を紹介します。

分館長
小口　良一

分館長
簱町　通憲

分館長
上條　浩明

分館長
百瀬　重治

ェイ
ス
発
進
。

ニューフ
　任期満了に伴い、新役員が決まりまし
た。各地区分館、専門部でも新役員が決
まりました。今年はこのメンバーで楽し
く盛り上げていきます！

公民館長二期目の心構え
　公民館長二期目は前田副館長を新たに迎えて、中村副館長と３人でコロナに負けないで、新しい公民館を
築いていきたいと思います。
　一期目最初の年は全てが初めてのことで必死でした。２年目はようやく自分の色を出して前に進めると思っ
ていたら、新型コロナウイルス感染症の影響で、公民館活動の停止・中止・延期などでほとんどできません
でした。その中でも７月以降少しずつ感染防止に気を付けて、できることから始めていきました。活き生き
塾では畑で何かを作ってみたいということで、白菜・大根を種まきからはじめ、収穫することができました。
おやじ塾は蕎麦を種まきから収穫までを体験して、90㎏の蕎麦を収穫することができました。そば打ちも体
験できました。また１月末には、本館部員の思い出づくりとして『アイスキャンドル大作戦』を急遽やること
になり、牛乳パックの回収に小学校や保育園などの皆さんに協力していただき、素敵なひと時を過ごすこと
ができました。
　今年もコロナ禍で公民館の活動も制限されると思いますが、新しい仲間を迎えて、今できることを各分館
に寄り添い、一緒に乗り越えていきたいと思います。

雨ニモマケズ コロナニモマケズ
　日頃より、公民館活動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。このたび、副公民館長に就任することになりました下大池の前田祐
司と申します。微力ながら２年間務めさせていただきますので宜しくお願いいたします。
　昨年は、新型コロナウイルスの感染が世界的に流行し、日本にも大きな影響を与えました。緊急事態宣言が出され、不要不急の外出を自粛し、３密
を避けるように呼びかけられました。その結果、小中高の一斉休校や社会教育・文化・スポーツといった生涯学習を担う活動やその拠点である公民館
の事業や活動も、休館や中止を余儀なくされました。この初めての困難な状況の中で、公民館職員は、皆さんの大切な命と生活を守り、安全で安心して、
楽しく公民館活動ができるように試行錯誤をして活動していきたいと思います。
　しかし、コロナ禍の状況下では、公民館活動も人と人が対面して交流することを前提とする限り、新型コロナウイルス感染とはとても相性が悪いこ
とははっきりしており、公民館機能の一部を制限しなければならない状況です。安全で安心できる施設を守り、皆さんと共に楽しく成長できることを
大きな喜びとして、一生懸命に努力してまいりますので、今までと同様に今後もご理解とご協力をお願い申し上げます。

副
分
館
長　
　

瀬
川　

俊
幸

分
館
会
計　
　

古
畑　

英
子

社
会
部
長　
　

吉
川　

昌
弘

副
社
会
部
長　

古
畑　

孝
教

　
　

〃　
　
　

髙
山
美
奈
子

体
育
部
長　
　

峯
山　
　

修

副
体
育
部
長　

中
村　

優
太

　
　

〃　
　
　

松
永　

美
和

副
分
館
長　
　

上
條　

竜
司

分
館
会
計　
　

矢
花　

千
春

社
会
部
長　
　

上
條
健
太
郎

副
社
会
部
長　

上
條　

雄
嗣

体
育
部
長　
　

上
條　

洋
司

副
体
育
部
長　

小
口　

勝
也

副
分
館
長　
　

中
川　

剛
寛

分
館
会
計　
　

上
條　
　

誠

社
会
部
長　
　

増
塩　

勝
美

副
社
会
部
長　

百
瀬　

文
彦

　
　

〃　
　
　

宮
腰　

綾
子

体
育
部
長　
　

秋
山　
　

武

副
体
育
部
長　

平
林　

克
視

　
　

〃　
　
　

中
川
み
ど
り

副
分
館
長　
　

徳
竹　
　

孝

分
館
会
計　
　

野
田
あ
ゆ
子

社
会
部
長　
　

板
橋　

正
紀

副
社
会
部
長　

中
野
香
久
子

体
育
部
長　
　

井
上　

博
文

副
体
育
部
長　

大
池　

智
美

思いが残ります。ウィズコロナ、アフター
コロナという言葉が生まれました。災い
転じて福となすと言われるように、コロ
ナ禍でもできることはなにか、これまで
のコロナ対策をして、知恵を絞り、明る
く住みやすい活力のある地域づくり、公
民館の活動を進めていけたらと思います。

公民館活動に参加することや、家族や友
だち、仲間と一緒に活動することで、新
しい豊かな日常のあり方を創りあげてい
きましょう。
　微力ながら公民館活動を支えていきま
すので、引き続きご協力の程、よろしく
お願いいたします。
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上
竹
田

下
竹
田

分館長
古畑　徹

分館長
神通川　洋一

公民館長
百瀬　純雄

（下竹田）

副館長
中村　よしみ

（上大池）
体育部長

百瀬　貴俊
（下竹田）

社会部長
森井　稔雄
（下大池）

編集部長
小波　徹
（上竹田）

副館長
前田　祐司

（下大池）

３年度令
和

公民館長二期目の心構え
　公民館長二期目は前田副館長を新たに迎えて、中村副館長と３人でコロナに負けないで、新しい公民館を
築いていきたいと思います。
　一期目最初の年は全てが初めてのことで必死でした。２年目はようやく自分の色を出して前に進めると思っ
ていたら、新型コロナウイルス感染症の影響で、公民館活動の停止・中止・延期などでほとんどできません
でした。その中でも７月以降少しずつ感染防止に気を付けて、できることから始めていきました。活き生き
塾では畑で何かを作ってみたいということで、白菜・大根を種まきからはじめ、収穫することができました。
おやじ塾は蕎麦を種まきから収穫までを体験して、90㎏の蕎麦を収穫することができました。そば打ちも体
験できました。また１月末には、本館部員の思い出づくりとして『アイスキャンドル大作戦』を急遽やること
になり、牛乳パックの回収に小学校や保育園などの皆さんに協力していただき、素敵なひと時を過ごすこと
ができました。
　今年もコロナ禍で公民館の活動も制限されると思いますが、新しい仲間を迎えて、今できることを各分館
に寄り添い、一緒に乗り越えていきたいと思います。

ウィズコロナの公民館活動
　人とのつながりをつくる、仲間づく
り、地域を支えるなどの活動が公民館
活動にはあります。令和２年度はみん
なが集い、楽しむじゃんずらや運動会、
文化祭などがコロナ禍で実施が見送ら
れました。これでよかったのかという

雨ニモマケズ コロナニモマケズ
　日頃より、公民館活動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。このたび、副公民館長に就任することになりました下大池の前田祐
司と申します。微力ながら２年間務めさせていただきますので宜しくお願いいたします。
　昨年は、新型コロナウイルスの感染が世界的に流行し、日本にも大きな影響を与えました。緊急事態宣言が出され、不要不急の外出を自粛し、３密
を避けるように呼びかけられました。その結果、小中高の一斉休校や社会教育・文化・スポーツといった生涯学習を担う活動やその拠点である公民館
の事業や活動も、休館や中止を余儀なくされました。この初めての困難な状況の中で、公民館職員は、皆さんの大切な命と生活を守り、安全で安心して、
楽しく公民館活動ができるように試行錯誤をして活動していきたいと思います。
　しかし、コロナ禍の状況下では、公民館活動も人と人が対面して交流することを前提とする限り、新型コロナウイルス感染とはとても相性が悪いこ
とははっきりしており、公民館機能の一部を制限しなければならない状況です。安全で安心できる施設を守り、皆さんと共に楽しく成長できることを
大きな喜びとして、一生懸命に努力してまいりますので、今までと同様に今後もご理解とご協力をお願い申し上げます。

本
館
部
員

上
大
池　

田
村　

守
康

　
　
　
　

中
野　
　

彰

　
　
　
　

布
目　

友
美

中
大
池　

古
田　

貴
志

　
　
　
　

寺
澤　

和
泉

　
　
　
　

宮
川　

智
明

小　

坂　

上
条
祐
一
郎

　
　
　
　

西
牧　
　

理

　
　
　
　

藤
谷
久
美
子

下
大
池　

小
林　

聖
也

　
　
　
　

桐
原　

美
花

　
　
　
　

宮
澤
ま
ゆ
み

上
竹
田　

増
澤　

靖
揮

　
　
　
　

松
村　

玲
子

　
　
　
　

遠
藤　

菊
江

下
竹
田　

赤
羽　
　

譲

　
　
　
　

浅
野　

清
美

　
　
　
　

鈴
木
恵
美
子

編
集
部
員

中
大
池　
　

塩
原　
　

忍

小　

坂　
　

中
川　

拓
也

　

〃　
　
　

岡
上　

真
梨

下
大
池　
　

大
塩　

和
道

上
竹
田　
　

湯
澤　

百
恵

下
竹
田　
　

丸
山　

智
彦

副
分
館
長　
　

唐
沢　

秀
明

分
館
会
計　
　

竹
村　

貴
子

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
長

　
　
　
　
　
　

杉
浦　

幸
代

副
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
長

　
　
　
　
　
　

草
間　
　

健

　
　
　
　
　
　

宮
譯　

美
保

副
分
館
長　
　

赤
羽
あ
ゆ
み

分
館
会
計　
　

上
條　

隆
久

社
会
部
長　
　

髙
山　

泰
美

副
社
会
部
長　

早
川　

な
お

社
会
部
会
計　

越　

ま
さ
恵

体
育
部
長　
　

唐
沢　
　

勲

副
体
育
部
長　

丸
山　

由
香

　
　

〃　
　
　

土
屋　

敏
彦

本館
スタッフ
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村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、「
山
形
村
に
住
み
た
い
」「
空
き
家
を
探
し
て
い
る
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
受
け
ま
す
が
、
現
時
点
で
登
録
物
件
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ

り
、
家
を
売
り
た
い
（
貸
し
た
い
）
方
と
買
い
た
い
（
借
り
た
い
）
方
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
登
録
ま
で
至
ら
な
い
理
由
に
は
、
所
有
者
が
「
他

人
に
貸
す
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
」「
家
族
間
で
の
意
見
の
違
い
」「
家
財
の
片
付
け
が

大
変
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
所
有
者
に
と
っ
て
は
思
い
入
れ
の
あ
る
大
切
な
財

産
で
す
が
、
人
が
住
む
こ
と
で
建
物
の
腐
朽
を
防
ぎ
、
家
の
価
値
を
維
持
で
き
る

良
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　

登
録
物
件
に
限
り
、
改
修
や
片
付
け
時
に
村
か
ら
の
補
助
金
を
申
請
で
き
ま
す
。

今
年
度
、
補
助
金
の
増
額
と
、
よ
り
使
い
や
す
く
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

移
住
を
目
的
と
す
る
方
だ
け
で
は
な
く
、

す
で
に
村
内
に
お
住
ま
い
の
方
も
対
象
と

な
る
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
最
大

の
利
点
は
、
家
の
評
価
や
交
渉
・
契
約
を

村
役
場
と
村
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
が

連
携
し
て
行
う
の
で
、
地
元
の
情
報
に
も

詳
し
く
、
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
登
録
の
手
続
き
や
補
助
金
の
内
容

に
つ
い
て
は
企
画
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
、
ミ
シ
ン
や

豆
腐
づ
く
り
、
書
初
め
の
支
援

な
ど
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
れ

わ
れ
保
護
者
と
し
ま
し
て
も
、

人
任
せ
に
な
ら
ぬ
よ
う
共
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
事
に
お
い
て
も
昨
年
は

会
議
な
ど
の
集
ま
り
も
減
り
、

自
分
の
時
間
を
取
り
や
す
い
１

年
で
し
た
。
外
出
し
難
い
状
況

の
中
、
子
ど
も
た
ち
と
休
日
の

過
ご
し
方
に
つ
い
て
話
を
し
て

い
た
時
に
当
時
２
年
生
の
子
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
「
行お

こ
な

っ
て

も
良
い
こ
と
」「
悪
い
こ
と
」
と

し
て
自
分
な
り
の
考
え
を
し
っ

か
り
と
持
っ
て
い
た
こ
と
に

驚
き
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
子
」と
思
っ
て
い
た
者
の「
個
」

と
し
て
の
成
長
。
ど
の
親
御
さ

ん
も
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
小

さ
か
っ
た
頃
の
可
愛
ら
し
い
子

の
笑
顔
。
姿
や
体
つ
き
は
大
き

く
な
っ
て
も
変
わ
ら
ず
に
私
た

ち
に
驚
き
と
喜
び
を
与
え
て
く

れ
る
者
の
た
め
に
も
う
１
年
頑

張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
限
り
の
役
で
は
あ
り

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
３
年
度
の
山

形
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
上
大
池

の
籠
田
と
申
し
ま
す
。
６
年
ぶ

り
に
会
長
と
い
う
大
役
を
、
ま

た
学
校
で
の
子
ど
も
の
様
子
を

間
近
に
見
ら
れ
る
機
会
を
い
た

だ
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
猛
威
を
ふ
る
っ
て

い
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
り
患
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

及
び
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
１
日
も
早
い
終
息
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
中
止
、
変
更
を
強
い
ら

れ
、
本
年
度
に
お
い
て
も
ま
だ

見
通
し
が
つ
か
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が

成
長
す
る
キ
ッ
カ
ケ
や
、
や
り

が
い
を
見
つ
け
る
手
助
け
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

行
事
も
児
童
や
保
護
者
の
方
が

安
全
に
安
心
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
役
員
の
皆
さ

ん
と
距
離
は
と
っ
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
密
に
し
て
計

画
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

学
校
支
援
地
域
本
部
の
皆
さ

ま
も
児
童
の
登
下
校
の
見
守
り

　「子」であり
　　　「個」であること
令和３年度
　　山形小学校ＰＴＡ会長　籠

か ご だ

田　利
と し き

紀 （上大池）

　
　

   

家
族
で
話
そ
う„
家
＂の
未
来　
（
中
）

   　

～
山
形
村
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
聞
い
て
き
ま
し
た
～

特
集

 

Ｑ
２『
山
形
村
空
き
家
バ
ン
ク
』を
開
設
し
て
、
周
囲
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
？

 

Ｑ
３ 『
山
形
村
空
き
家
バ
ン
ク
』に
は
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
か
？

　

増
加
傾
向
に
あ
る
空
き
家
を
利
活
用
さ
せ
る
目

的
と
し
て
開
設
さ
れ
た『
山
形
村
空
き
家
バ
ン
ク
』

　

実
際
に
ど
の
よ
う
な
反
響
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
前
回（
３
月
号
）に
引
き
続
き
、
相
談
窓
口
で

あ
る
山
形
村
役
場
・
企
画
振
興
課
の
宮
越
さ
ん
と
山

本
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

柏
木　

麻マ

オ緒
・
健　

吾 

・
小　

坂

　
　
　
　
　
　

ま
り
な

瀬
川　

月ツ
キ
ユ
キ雪
・
朋　

樹 

・
下
大
池

　
　
　
　
　
　

玲　

子

上
條　

勝
義  

・  

77
歳 

・
中
大
池

お
　
め
　
で
　
た
　（
子
・
親
）

お
　
く
　
や
　
み

（敬称略）
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百花繚乱
～
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
る
山
っ
こ
の
春
～

山形保育園

山形小学校

鉢盛中学校

～卒業103名～

 ～卒業136名～

 ～入学161名～

～卒園11名～

～入園５名～

～入学84名～

　コロナ禍ですべてのコンクールが中止となっ
た苦しい１年でしたが、最後に顧問の先生も知
らないサプライズアンコールを用意して想い出
に華を添えていました。

合唱部ラストコンサート
～３月27日㈯＠ミラ・フード館～

やまのこ保育園

～卒園70名～

（うち山形村81名）

（うち山形村99名）

～入園46名～
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　６年後の１年生の姿を想像しつつ、「学校大
好き！」と言ってもらえるよう、一緒にたくさ
ん遊んだり楽しく勉強したりしていきます。
子どもたちの毎日がワクワクいっぱいの時間
になるよう頑張っていきたいと思います。
　よろしくお願いします。

　１年生のキラキラした瞳はとても素敵で、
大好きです！何もかもが初めてで不安もある
かと思いますが、少しずつ慣れていきましょ
うね。楽しい毎日が送れるようにがんばりま
す。
　よろしくお願いします。

　元気いっぱいの子どもたちと、いろんなこ
とに挑戦していきたいと思います。どんな１
年間になるか、とても楽しみです。
　子どもたちが、毎日笑顔で過ごせるように
努めたいと思いますので、よろしくお願いし
ます。

　84名の新１年生が、ピカピカのランドセルに期待をいっぱい詰めこんで、山形小学校の門をくぐりました。例
年よりも早めに見頃を迎えた小学校のシダレザクラでしたが、新入生を待ってくれているかのようにきれいな花
を咲かせ、桜の咲き誇る中の素敵な入学式となりました。子どもたちは緊張している様子もありましたが、教室
で１人ずつ名前を呼ばれると、やる気いっぱいの元気な声が聞けました。山形小学校で楽しく充実した毎日を過
ごしていってほしいと思います。

館報やまがたのバックナンバーは村のホームページ（こちらのQRコードから）でも見ることができます→

　３月号でもお知らせしましたが、本号より新たな印刷会社“カシヨ株
式会社”と共に『館報やまがた』を製作してまいります。村民の皆さま
により親しまれる紙面づくりに努めていきます。今後とも『館報やまが
た』をよろしくお願いいたします。　　　　山形村公民館　編集部一同

やまがた　No.780　４月号　令和３年４月発行　
編集と発行／長野県東筑摩郡
　　　　　　山形村公民館
印　　　刷／カシヨ株式会社

編集後記

担任

百
も も せ

瀬　公
きみのり

則 先生

担任

鷲
わしざわ

澤　香
か お り

織 先生

担任

水
み ず の

野　 亮
りょう

 先生

1年１組

みんな笑顔で
　　　今日からよろしくね♪

1年生‼

1年２組

1年３組
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